
近年のグローバル化や2020年東京オリンピックを見据え、英語力の
向上は極めて重要な課題です。
「受験のための英語」ではなく、コミュニケーションを図るための「手段」
として英語を教える。その指導方法を修得するための全く新しい取組み
が英語教育推進リーダー中央研修です。

アクティブ・
ラーニングを
ベースとした
研修内容

研修の結果

学んだ指導法を
模擬授業や自身
のクラスで実践

実践してみる

効果的な指導法を
自ら生徒役となり
体系的に学ぶ

体系を学ぶ

研修を受けた教員
が全国各地区で講
習を実施

伝達する

協働型で
双方向

マイクロ
ティーチング

学習者からの視点で

実践共有の
機会

英語で行われる
授業を体験

調査概要 ：中央研修に参加した教員へ、中央研修前後に行ったアンケート調査結果
回 答 数 ：小学校 205 名、中学校 189 名、高等学校 112 名
調査時期 ：2015 年 4 月～7 月 

授業では、活動の指示はほとんど英語で行っている（行いたい）

自分の考えや意見を「話す」能力を向上させるための言語活動を、積極的に展開している（したい）

小学校教員

授業方法を学ぶ
集合研修１（4泊5日）

授業で実践
授業実習（4ヶ月）

プレイヤー

講習（伝達）方法を学ぶ
集合研修2（4泊5日）

講習（伝達）を実施
研修実習（14時間）
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研修前

70%

研修後

37%

研修前

94%

研修後

29%

研修前

86%

研修後

研修受講者に
よる授業改善/
研修内容の波及
これまで1万人が
講習を受けました

中央研修　3つの特徴 中央研修のねらい

グローバル化に
向けた英語教育の
新しい仕組み

英語教育推進リーダー
中央研修

文部科学省委託事業

楽しみながら英語になれ親し
むための、小学生に合わせた
学習方法を修得する

英語を用いた「コミュニケー
ション」中心の指導方法を修得
する

小学校

中学校・
高等学校

「児童／生徒」として様々な言語活動を英語で
体験したのち、少人数グループに分かれて実際
に模擬授業を行います。

世界の英語教育で効果をあげている、実践的な
授業のやり方を学びます。

それぞれの教員が創意工夫を織り交ぜながら、
Step.1で学んだ方法を授業で実践します。

専用のオンラインコミュニティを通じて、参加者
同士や講師に相談・フィードバックを受けること
ができます。

教員は相互にStep.2の実践の共有＋フィード
バックを行います。

研修内容を伝達するため、Step.4での効果的
な講習方法を学びます。

所属教育委員会等での伝達講習において講師
を務めます。

講習を実施したのち、教育委員会等による報告、
ブリティッシュ・カウンシルによる実地踏査等を
経て、文部科学省より推進リーダーとして認証
されます。

優秀な教員を推薦。
各地域で伝達講習
を主催。

教育委員会等
選抜された英語教員。
中央研修に参加し、各地域で
英語教育の推進に中心的役割
を果たす。

英語教育推進リーダー

英語教育の
ノウハウを得る

「英語教育推進
リーダー」としての
知識と技術を養う

自身のクラスで
やってみる

各地域・
学校現場に広める

英語教育推進リーダー対象に研修を実施。
英語教授法に関する修士号相当の資格を
有すネイティブスピーカー。

研修講師（ブリティッシュ・カウンシル）
児童・生徒 全国の英語担当教員

充実した1週間でした。実際に教員を教えることを
想定しての研修は、とてもよいと思います。
集合研修1の内容を復習できたので、すごく満足して
います。(小学校教員／推進リーダー)

英語でほとんど授業がすすむから、
耳が慣れるのでとてもよいです。
友達とコミュニケーションを取る機会
がたくさんあり、実際に話すので内容
も覚えやすいです。
（中学校生徒）

生徒は話すことへの抵抗が少なくなり、コミュニケー
ション活動に積極的に参加するようになりました。
英語は協働作業を取り入れたアクティブラーニング
を通して身につくことを体得したようです。
（高校教員／推進リーダー）

推進リーダーの先生は明るく情熱的にリズム
を持って研修を行ってくださったので、とても
楽しめました。あのように授業をしたいです。
(中学校教員)

英語教育推進リーダーを
サポート。

学校（校長先生）

サポート 研修を主催 サポート


